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住みやすいまちづくりを進めるため
に、いろいろな計画を策定しています。
ここでは、将来のまちづくりをどの
ようにしていきたいかを明確にした計
画を見ていきます。

●都市化の現状と将来像を示した 
「都市計画マスタープラン」
都市計画マスタープランは、おおむ
ね 20 年後の町の姿を展望して基本的
な方針を定めており、10 年に 1 度、
新しい計画を策定しています。

道路などのインフラ整備の必要性や
防災対策への取り組みなどが、主な課
題となっています。
これらを解決していくためには、町

民と協働していくことが大切です。

●緑のまちの方向性を示した 
「緑の基本計画」
緑の基本計画は、地球温暖化や防災・

減災対策などの視点で、どう緑を保全
していくのかを定めた計画です。この
計画も、おおむね 20 年後のまちの姿

第１節　みどりのあるまちづくり計画

■　■
　■　住みやすいまちのすがたのために■

凡　例
広域交通軸

生活交通軸

自然環境軸

都市環境軸

広域公共交通（バス）軸

生活環境軸

都市核

住宅ゾーン

商業ゾーン

沿道複合ゾーン

工業ゾーン

土地利用検討ゾーン

行政・コミュニティ拠点

健康・福祉拠点

図 3-1　将来都市構造図（都市計画マスタープラン）

（主）あま愛西線

行政・コミュニティ拠点

健康・福祉拠点

福
田
川

新
川

庄
内
川

都
市
核

地域ごとの特性や将来像により町内
をいくつかのゾーンに分け、それぞれ
の課題や整備方針を掲げています。
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を展望して 10 年に 1度、新し
い計画を策定しています。な
お、樹木や草花といった植物
だけでなく、農地や河川、公
園などを含めて「緑」として
います。
今の町の状況は、宅地の開
発がどんどん進んで緑が減少
し、また、公園の数も少ない
と感じている町民もいるよう
です。
誰もが緑を楽しめる快適な
環境を形成していく必要があ
ります。

●半世紀で様相を変えたまち
の景観
昭和 50（1975）年の町制施
行の時にはまだ残っていた農
村地帯の景観は、土地改良や
当時から進んでいた都市化に
より、その姿を変えてきました。
地目別面積割合の推移からは、田畑
と宅地の割合が 2000 年代に逆転して
いるのが分かります。
近年も市街化により田畑は減少し、

宅地が増え、雑種地が微増しています。
今後も引き続き、宅地の割合の増加が
見込まれています。

馬島から西を望む（昭和 49年）

馬島から西を望む（令和 6年）

図 3-2　地目別面積割合の推移（単位：％）

昭和52年

平成元年

平成16年

平成30年

令 和５年

田 44.2 畑 16.8 宅地 21.6 その他  15.5
原野 0.4雑種地 1.5

34.9 17.5 42.3 4.9

8.3

その他 0.5

その他 0.121.3 16.2 54.0

8.5 その他 0.1

9.0 その他 0.1

12.3 63.915.2

12.3 10.7 67.9
（固定資産の価格等の概要調査より）
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●砂子で進む防災公園の整備
令和 9（2027）年の開園を目指して、
町で最初となる都市公園の整備を砂子
地区で進めています。

平時は緑地公園ですが、災害時には
一時的な避難地として利用できます。
安全で快適な公園づくり、「緑あるま
ちづくり」を象徴する施設です。

町の公園緑地には、庄内川河川敷公
園をはじめ、大治浄水場公園、長牧調
整池公園などのほかに、21 か所のち
びっこ広場があります。
また、キャッチボールなどができる
球技場が、西條壱町田と砂子中割、堀
之内狐穴の 3か所にあります。
そのほか、町営野球場や多目的ス
ポーツ広場、砂子ゲートボール場など
の運動公園が整備され、交流や健康づ
くりの場所として利用されています。
ここでは、緑と憩いの景観のいくつ
かを巡ってみましょう。

●四季の自然を楽しめる庄内川水辺の
散策路と河川敷公園
庄内川水辺の散策路は、平成 26

（2014）年に完成した河川敷公園にあ
ります。
この散策路は、名古屋市西区の庄内
緑地公園に至る延長約 6.7㎞の歩行者

専用路で、ウォーキングやジョギング
に最適です。
国土交通省の「かわまちづくり支援

制度」のもとで、庄内川河川事務所が
整備し、清須市が施設利用時の維持管
理を行ってきました。
その後、庄内川沿岸の自治体の連携

や交流を推進するために「清須・あま・
大治かわまちづくり協議会」が設立さ
れ、水辺空間を生かした都市づくりが
進められました。
平成 26 年 6 月の散策路の完成式に

は、Eボートでの川遊びやウォーキン
グなどが行われ、大治太鼓やご当地ア
イドル（海部地域盛り上げ隊）のステー
ジもありました。

●ひと休みできるポケットパーク
ポケットパークとは、道路整備や交

差点の改良によって生まれたスペース
にベンチを置くなどしてつくられた、

■　■
　■　憩いの公園■

河川敷公園が完成 ポケットパーク（砂子）
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小さな公園のことです。
平成に入ってから町内にも徐々に増

え、堀之内や砂子などに設置され、町民
が一休みできる場所となっています。

●行き交う人の目を楽しませる花園
大治南小学校に近い三本木には噴水
がある花園が設けられ、平成 10 年代
半ばから同校の 6 年生の児童を中心
に、植栽などが行われていました。
令和 5（2023）年の春には、「美し
く 丁寧に」を合言葉に、サルビアや
マリーゴールドを植え、とてもきれい
な花壇になりました。

大治南小学校の児童による植栽風景

●コンビ遊具がある大治浄水場公園
大治浄水場公園は、浄水場の一部で
ある配水池の地上部分にあり、昭和
52（1977）年 7 月に開園しました。
水と緑の大切さを町民にも広く理解し

てもらいたいという思いが込められて
います。
サクラやツツジなどが植栽された園

内には、コンビ遊具を中心に複数の遊
具があり、和やかな公園となっていま
す。

●長牧調整池公園
長牧調整池公園は、地下に貯留槽が
ある公園です。
地上には人工芝が敷かれ、子どもから

大人まで楽しめる広場となっています。

広々とした長牧調整池公園

●萱津用水を通る「せせらぎ水路」
平成 27（2015）年度から令和 4

（2022）年度にかけて、砂子と三本木
を通る萱津用水にふたをして上に歩道
を造り、散策路としました。
夏季には水路に水を流し、涼やかなせ

せらぎを楽しめるようになっています。

せせらぎ水路いろいろな遊具が楽しめる大治浄水場公園
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南北に走る名古屋環状 2号線（名古
屋第二環状自動車道（名二環）と国道
302 号）、東西に走る主要地方道名古
屋津島線（バイパス）の開通は、新し
い時代の幕開けの象徴ともいえるでき
ごとでした。
計画当時は、地域の開発を支援する
性格が強かったものの、農村地帯で
あった大治町と都市部の名古屋市との
間で、渋滞の緩和や都心への車の乗り
入れを防ぐ道路として、なくてはなら
ないインフラといえます。この開通に
より、沿線の市町村は大きな変革期を

迎え、道路の整備とともに建物が多く
建てられ、市街化が進み、人口も増え
ていきました。

第２節　発展する交通網

新
川

　●
大治町役場

●
海部東部消防署

南分署

新川歩道橋

新大正橋

砂子橋

大治小学校
　　●

大治西小学校
　　●

大治南小学校
●●

●大治中学校
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平成24年開通

総合福祉センター
希望の家

県道西条中川線

東名阪自動車道
名古屋西
JCT

●スポーツセンター

名古屋高速５号万場線

名古屋環状 2号線（大治区間）

図 3-3　町内道路図
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表 3-1　名二環の完成までの流れ
年 できごと

昭和 33 年 名古屋圏の渋滞緩和を目的に調査・検討。環状 2号線の建設の提案
昭和 43 年 新都市計画法に基づき、自動車専用部と一般部が都市計画決定
昭和 45 年 名古屋高速道路も一体的に整備する都市計画が決定
昭和 46 年 事業化
昭和 48 年 着工

昭和 57 年 排ガスや騒音などへの対応が必要となり、往復 4車線の自動車専用部など
が決定

名古屋環状 2号線は、名古屋市のほ
ぼ外周を通り、大治町を含む 6 市 1
町 1村を結んでいます。名二環、国道
302 号、伊勢湾岸自動車道からなる、
延長 66.2㎞の環状道路です。

名二環は、高度経済成長期に計画が
持ち上がり、50 年以上にも及ぶ大事
業となりました。
名古屋都市圏の環状道路として、都
心の高速道路ネットワークの機能強化
や物流の効率化などが期待されまし
た。
名古屋都市圏にあたる大治町にとっ
ても期待が大きく、徐々に完成してい
く風景を見ると、その期待も膨らんで
いきました。
昭和 63（1988）年に開通の記念行
事が行われ、関係者や地域住民の多く
が参加して祝いました。
町民からは、「名二環の完成により、
風景がガラリと変わり、都市化も一気

■　■
　■　名古屋環状 2号線（名二環、国道 302号、伊勢湾岸自動車道）■

開通前の国道 302 号 で「みんなでやろまい
夏祭り」（平成 3 年）

国道 302 号 西北部大治地区開通式（平成 3
年 3 月）

開通前の名二環で、中学校の長距離走大会
（昭和 63 年）
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に進んで明るくなった」という人や「交
通事故や治安の悪化が心配」と不安を
口にする人もいました。

しかし、町にとっても名古屋市を中
心とする日本の経済を牽引する中部圏
に欠かせない道路となっています。

名古屋津島線（県道 68 号）は、名
古屋市中区を起点に大治町、あま市を
経て津島市に至る、昭和 31（1956）
年に計画された主要幹線道路です。
昭和 55（1980）年度からそのバイ
パス事業（4車線、全長 8.81㎞、幅員
22 〜 30m）に着手しました。
平成 7（1995）年に大治橋から国道
302 号までの大治工区の 4車線 1.96㎞
が供用開始されました。続いて、平成
24 年に国道 302 号から福田川、小切
戸川の橋を含む県道須成七宝稲沢線ま

での暫定 2車線 1.5㎞が供用開始され
ました。
これにより、周辺には店舗なども建

ち、町の活性化につながりました。

名古屋津島線バイパス開通（平成 24年 5月）

道路は宅地開発などにより、その距
離と面積が増加していきます。
昭和 53（1978）年に、将来のまち
づくりに必要な町道（都市計画道路）
を決定しました。

それに伴い、堀之内砂子線の一部を
整備しています。
この道路は、南北に走り、名古屋津

島線（バイパス）と接続します。すで
に開通しているところでは、憩いのス
ペースを確保するなど、緑のある環境
も造っています。
また、橋は、昭和 51 年と令和 6

（2024）年を比べると、21 橋増えてい
ます。
これらにより、交通の利便性の向上

につながっています。

●町と名古屋市を結ぶ大正橋
大正時代初期に、初めて庄内川に橋

■　■
　■　主要地方道名古屋津島線（バイパス）■

■　■
　■　まちの道路と橋梁■

表 3-2　道路の変化
年 道路延長 道路面積

昭和 60 年 約 130,450m 約 564,173㎡
令和 5 年 約 142,777m 約 715,830㎡

表 3-3　橋の変化
年 15m未満 15m以上 合計

昭和 51 年 36 橋 6橋 42 橋
令和 6 年 56 橋 7橋 63 橋
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が架けられました。
この大正橋は何度か架け替えられて
きましたが、交通量の増加により、平
成 5（1993）年に南側に新大正橋を新
設しました。
翌年の大正橋撤去の際、橋脚に竹筋

コンクリートが使われていることが判
明しました。昭和 19（1944）年の架
け替えの際は戦時中で物資が不足して
いたため、鉄筋ではなく、竹筋を利用
していたのです。
その竹筋コンクリートの一部を、新
大正橋の下に展示しています。

●佐屋路を支えた砂子橋
砂子橋は、江戸時代後期に初めて架
けられました。当時は佐屋路の一部で、
木造の橋でした。
その後、修繕を重ねましたが、老朽
化により昭和 63 年に新しく架け替え
ました。
平成 19（2007）年には、歩行者の
安全確保のために、歩車道を分離した
橋になりました。

木造だった砂子橋（昭和 62年）

架け替えられた砂子橋（平成 19年）大正橋の竹筋コンクリート

新大正橋の渡り初めの車列（平成 5年 3月）

架け替えられる前の大正橋（平成 6年）
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●安全に配慮して新川歩道橋が開通
平成 4年には、通学路の回り道を解
消し、歩行者や自転車の安全を確保す
るための新川歩道橋が開通しました。
記念の式典では、テープカットの後に、
鎌須賀の三世代夫婦と子ども会による
渡り初めが行われ、多くの人が訪れて
開通を祝いました。 喜びに沸く、町民たち　新川歩道橋開通式

（平成 4年）

町には鉄道がないため、公共交通は、
名鉄バスと名古屋市営バスが町民の足
となっています。
大正 13（1924）年に、町内にバスの
運行が始まりました。中央自動車商会
が運行した、尾頭橋－岩塚－砂子－秋
竹－神守－津島に至る路線でした。
大正 14（1925）年には、中村から
大治街道（大治小学校北側）を通り、
秋竹に至る経路が開通しました。
町内に名古屋市の浄水場が造られる
ことが決まり、市バスの乗り入れが話
し合われました。昭和 21（1946）年
3月に浄水場の半施設が完成したこと
を期に、本格的な乗り入れ運動が始ま

りました。ところが、名鉄バスが先行
して路線免許を受けていたため、市バ
スの乗り入れに反対しました。その後、
昭和 37（1962）年に名古屋市営バス

■　■
　■　公共交通■

町内を走る名鉄バス（昭和 61年）

　バスは、昭和 16（1941）年にガソ
リン不足により、代燃車として木炭車
を使うようになりました。
　西條在住の元バス運転手によると、
木炭車は馬力がなく、上り坂に差し掛
かると、歩くよりも遅いスピードまで

落ちたとのことです。
　そうすると、乗客が降りてみんなで
車両を押しました。
　この木炭車は、戦後もしばらく使用
され、記録では昭和 27（1952）年頃
になくなったようです。

Column　みんなで押した木炭車
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が開通し、町は多くのバス路線がある
地域となりました。
しかし、マイカーの普及などにより、
蟹江線は平成 9（1997）年に、下萱津
佐織線は平成 13（2001）年に休止さ
れました。
また、名古屋市の中心部へ出かける
時には、名古屋市電を利用しました。
市電は、大正 2（1913）年に笹島から
中村公園まで敷設され、昭和 31 年に
稲葉地町まで延長されました。そのた
め、中村公園や稲葉地町の駅まで自転
車や徒歩で行き、市電を利用すること
が多くなりました。
「名古屋まつりに飾られる花電車を
稲葉地車庫まで見に行った」と懐かし

む人もいます。
名古屋市営地下鉄は名古屋から藤が
丘まで開通していました。その後、昭
和 44（1969）年に中村公園まで、昭
和 57（1982）年に高畑まで延長され
ました。
市電は昭和 47（1972）年に廃止さ
れました。

稲葉地車庫（昭和 47年）
（提供　津島軽便堂写真館）

表 3-4　昭和 57年当時のバス運行状況

会社名 路線名 運行経路 町内の停留所
1日運
行回数
（回）

1日平均
人員乗車
人員
（人）

名古屋市
交通局

栄大治西条線 栄～大治西条 5
（大正橋西、東条、
大治役場前、西条、
大治西条）

30

1,400中村公園
大治西条線

中村公園
～大治西条 85

名古屋鉄道
株式会社

津島線

名鉄バスセンター
～津島

4
（大正橋西、東条、
大治役場前、西条）

174

1,500
名鉄バスセンター
～新下田 18

蟹江線
名鉄バスセンター
～尾張温泉東海セ

ンター
26

下萱津佐織線 名鉄バスセンター
～津島 49 35

奥田線 名鉄バスセンター
～国府宮

1
（長牧） 2 1
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　最高時速 505㎞、名古屋 -東京間を
40 分、大阪 -東京間を 67 分で結ぶリ
ニア中央新幹線が、近い将来に開業す
る予定です。
　昭和 47 年に当時の国鉄が、リニア
モーターカー（後の超電導リニア）の

開発に着手しました。それから 50 年
以上の時が経過して、ようやく現実の
ものとなります。
　開通すれば、東京もより身近になり、
通勤通学圏と考えられるようになるか
もしれません。

Column　開通が待ち遠しいリニア中央新幹線

開発中のリニア中央新幹線と計画路線図（提供　JR 東海）

「昭和 50（1975）年の大みそかから
元旦に地下鉄の終夜運転が始まり、友
達と熱田神宮に初詣に行った」「中村

公園は昔から、海部郡方面の交通基地
です」との話もありました。
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●着実に整備が進む公共下水道
古来、日本人は排泄物を田畑の肥料
として活用していたこともあり、汚水
という認識がありませんでした。
しかし、都市化が進むにつれ、汚水
の考え方も変化し、各自治体で処理を
することになりました。
昭和 50 年代の汚水処理は、汲み取
りと単独処理浄化槽によるものでし
た。
平成に入り、汚水処理は、合併処理浄
化槽や下水道での処理を始めました。
下水道の整備によって、河川などの
水質が向上し、町民の生活環境が改善
されます。
下水道には、自治体が単独で運営す
るものと、複数の自治体で共に運営す
る流域下水道があります。
平成14（2002）年に、県が主体となっ

て 1 市 8 町 3 村（津島市、佐屋町・
立田村・ハ開村・佐織町（以上現愛西
市）、弥富町・十四山村（以上現弥富市）、
甚目寺町・美和町・七宝町（以上現あ
ま市）、大治町、蟹江町）で行う日光
川下流流域下水道の計画を策定しまし
た。これは、雨水と汚水を分けて処理
する分流式の下水道です。
平成 15（2003）年に大治町は「日
光川下流流域関連大治町下水道事業計
画」を策定しました。翌年から工事に
入り、約 50 年間で市街化区域の
611ha を整備することを目標に進めて
います。
その後、着実に事業を進め、平成
22（2010）年 3 月末に一部の利用を
開始し、令和 5（2023）年度末までに
120.77ha の整備を終えています。ま
た、徐々に普及率も伸びています。

第３節　豊かな生活環境をめざして

■　■
　■　整備が進む下水道と排水機場・調整池■

図 3-4　下水道普及率の推移（平成 21年以降）
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●家庭のし尿処理の変遷
家庭から排出される汚水には、し尿
と生活排水があります。
この汚水の処理は、町民の生活には
重要なものです。
下水道や合併処理浄化槽では、し尿
も生活排水も一緒に日光川下流流域下
水道（日光川下流浄化センター）で処
理されます。
単独処理浄化槽と汲み取りでは、生
活排水は側溝や水路へ流しています。
し尿は、単独処理浄化槽では微生物を
利用して汚水を分解浄化し、汲み取り
では海部地区環境事務組合のし尿処理
施設で処理しています。
し尿処理施設は、昭和 44（1969）
年に津島市に新開センターが、昭和
52（1977）年に弥富市に上野センター
が建設され、稼動しました。その後、

昭和 54（1979）年 4 月に浄化槽汚泥
処理施設が両センターに設置されまし
た。　
汚水は処理施設で浄化し、海に放流

され、汚泥は八穂クリーンセンターで
焼却処分しています。

●今も重要な役割を果たす排水機場
排水機場は、農業用水の確保と農地

への水害を未然に防ぐ役割がありま
す。

西條第三排水機場

図 3-5　下水道利用開始区域図（令和 6年 4月現在）

福
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新
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大治町役場

●
海部東部消防

南分署
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　　●

●
大治南小学校

●

●
大治中学校

●
スポーツセンター

名
古
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状
二
号
線

主要地方道名古屋津島線

大治北 IC

68

総合福祉センター
希望の家
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79

庄
内
川

事業計画区域

供用開始区域

92　　

第
３
章
　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

町は周りを河川に囲まれ、全国でも
珍しい海抜ゼロメートル地域であり、
水との闘いに苦慮してきた歴史を持っ
ています。
昭和 40年代前半までは、農村地帯で

あり、耕作地と住民を災害から守るた
めに各地に排水機場が造られました。
その後、昭和 45（1970）年に全町
市街化区域となったため、人口が急増
し、急激に宅地化が進み、今の姿とな
りました。
しかし、保水機能も兼ねていた田畑
が宅地化された結果、排水機場の稼働
が増えており、施設の老朽化や増強が

課題となっています。

●災害を防ぐ施設の整備
水害を防ぐ施設の一つに調整池があ
ります。
調整池は、雨水を一時的に溜め、河
川への流水量を調整することで、洪水
の被害を防止するためのものです。
町には、八ツ屋多目的広場地下貯留
槽（平成 16（2004）年度設置）と長
牧調整池（平成 23（2011）年度設置）
があり、合わせて 4,399㎥の水を貯留
することができます。これは、25 ｍ
プールの約 20 杯分です。

図 3-6　排水機場・調整池の地図
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●ごみ処理の歩みとクリーンセンター
の稼働
昭和 50（1975）年当時、ごみ処理
の焼却施設は、津島市、蟹江町、弥富
町、佐屋町、佐織町の 1 市 4 町で構
成する一部事務組合が、「新処理場」
の建設に向けて計画を進めていまし
た。そのため、大治町もこの組合に参
加しました。
組合は、昭和 51（1976）年に「津
島市ほか 11 町村衛生組合」に名称を
変え、昭和 58（1983）年に佐織町諸

桑地内（現愛西市）に新処理工場（塩
田センター）を完成させ、可燃ごみの
焼却を始めました。
それまでは、町で発生する全てのご

みを委託業者の最終処分場に搬入し、
資源ごみなどは、町独自で中間処理業
者を通じてリサイクル業者に搬入して
いました。
組合は、平成 12（2000）年に「海

部津島環境事務組合」に名称を変えま
した。また、塩田センターが平成 14
年までしか使用ができないことから、
新たに弥富町（現弥富市）に八穂クリー
ンセンターを建設し、平成 14 年に本
格稼動しました。
その後、平成 18（2006）年には町

村合併により、組合は「海部地区環境
事務組合」に名称を変えました。

●高まる環境意識に向けて
町で出るごみの 90％は焼却ごみで、

下水道のマンホールのふたには、そ
の地域の歴史や名勝などをデザインし
たものがあります。
町のマンホールのふたには、日本初

の眼科治療院である明眼院の仁王門
と、特産品の赤シソをデザインしてい
ます。
いろいろな市町村のカードを集めて

みてはいかがですか？

Column　マンホールふたのデザインとマンホールカード

■　■
　■　よりよい環境をめざしたごみの処理■

八穂クリーンセンター
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そのうち約 50％を水分が占めていま
す。そこで、水切りによるごみの減量
など、家庭でできる工夫を呼びかけて
います。
昭和時代から平成にかけて、環境美
化への関心が高まり、ごみ袋の仕様や
排出の仕方などが革新的に変わってき
ました。また、空き缶回収機（くうか
ん鳥）の設置や、不法投棄パトロール
が大々的に行われました。

●資源物回収拠点「MOTTAINAI」な
どの活動
環境分野で初のノーベル平和賞を受
賞したケニア人のワンガリ・マータイ
さんが、平成 16 年に来日した際に
「もったいない」という日本語に感銘
を受け、世界共通の言葉として広める
ことを提唱しました。
町では平成 18 年から環境かわら版

「MOTTAINAI」を発行し、近隣 7市町
村と比較した1人当たりのごみ排出量
ランキングなどを公表しています。
町のごみの排出量が海部管内の平均
を上回っていたため、平成 19（2007）
年から「   0

おお
8
は
6
る
ごみ ダイエット作戦」

と銘打ち、町民１人当たり１週間で
86ｇのごみの減量を呼びかけました。
そのために、お菓子の箱などの雑古
紙を資源として回収を始めました。
この作戦が、平成 25（2013）年に「資
源物回収拠点MOTTAINAI」を設置す
るきっかけとなりました。きちんと分
別すれば資源として再利用できるもの
を、回収しています。

「ごみ」から「資源」へ

平成 13年頃まで使用した紙製のごみ袋

ポイ捨て防止に大活躍した、くうかん鳥
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大きな災害
町の地理上の特徴として、
次のことが挙げられます。大
半が海抜ゼロメートル地帯で
ある上に、過去に地下水を汲
み上げて利用していたことか
ら地盤の沈下が見られ、非常
に低い土地です。
また、町の内外には多くの
河川が流れています。
こうした地形により、水害
が多く発生してきた歴史があ
り、対策が特に求められる地
域です。

昭和 51（1976）年 9 月 8 日午後 9
時 30 分ごろ、中心気圧 910hPa の大
型で非常に強い台風 17 号からの激し
い雨が降るなか、町を突風が襲いまし
た。突風は西條を南北に貫きました。
その瞬間は、ひどい雷雨のなか、地震
かと思うほどの大きな揺れが家を襲い
ました。割れた窓ガラスでけがをする
人も多数いました。
また、大治幼稚園の駐車場の塀など
が倒れ、民家の瓦が飛ぶなど多くの被

害が出ました。
主要地方道名古屋津島線（現町道）

には、砕けた瓦や看板などが散乱し、

第４節　安心安全なまちづくり

■　■
　■　昭和 51年 9月豪雨と突風■

建設途中の大治西小学校

図 3-7　町内の河川図
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切れた電線が何本も垂れ下がるなど
の、惨状が広がっていました。
突風が通り過ぎた後も、ゆっくりと
台風が接近し、雨が降り続きました。
屋根瓦が飛んだ家では、ひと晩中降り
込む雨のために、室内が水浸しになり、
眠れぬ夜を過ごしました。
夜が明けると、雨が降りしきるなか、
屋根にシートをかぶせるなどの応急修
理をする町民の姿も見られました。
9日午後 7 時 50 分には、増え続け
る流水量のため、佐織町（現愛西市）
の目

むく
比
い
川右岸の堤防が決壊しました。

雨は 7日間降り続き、町では福田川
の堤防が 300 ｍにわたって漏水し、
40,000 袋の土のうで対応しました。
町の人口の約 3 分の 1 にあたる
5,088 人が被害に遭い、災害救助法が
適用されました。

県全体では住家が約 116,000 世帯、
田畑が約 12,513ha、総額約 240 億円
の被害が出ました。これは、昭和 34
（1959）年の伊勢湾台風に次ぐ大きな
災害でした。
また、岐阜県安八郡安八町で長良川
の堤防 50 ｍが決壊し、特に被害が甚
大であったため、「安八豪雨」と呼ば
れています。

表 3-5　�昭和 51 年 9 月豪雨・突風で
の被害数

住家被害 非住家被害
全壊 1戸 全壊 6戸
半壊 196 戸 半壊 18 戸
一部破損 388 戸 農作物被害
床上浸水 36 戸 田の冠水 260ha
床下浸水 773 戸 畑の冠水 75ha
重傷者 3人 道路冠水 70 か所

平成 3（1991）年 9 月 19 日、台風
18 号の接近により、本州付近に停滞
していた秋雨前線が活発化し、大雨と
なりました。
庄内川では、上流の名古屋市西区枇

■　■
　■　平成 3年 9月豪雨■

殿池神社の倒木（西條） 深田地区の浸水（三本木）

表 3-6　平成 3年 9月豪雨での被害数
住家被害 道路被害

床上浸水 1戸 冠水 50 か所
床下浸水 116 戸 破損 1か所
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杷島で警戒水位を大幅に超え、危険性
が高まりました。
新川は、砂子橋の橋脚が見えないほ
どまで水が迫り、上流からの漂流物が
橋桁に絡まないように取り除く作業に
追われました。

橋桁のすぐ下に迫る水（新川・砂子橋）

平成 6（1994）年 9 月 17 日、秋雨前
線の活発化により、大雨となりました。
午後 5時 40 分に大雨・洪水警報が
発令され、午後 11 時ごろには福田川
の水位が上昇し、越水の危険が出てき
たため、土のうを準備しました。

表 3-7　平成 6年 9月豪雨での被害数

浸水被害地域
花常・馬島・三本木・
砂子・鎌須賀・北間島・
堀之内

住家
被害

床上浸水 1戸
床下浸水 113 戸

翌 18 日午前 1時ごろ、水位が低く
なっていくことが確認されました。

増水の際に、砂子橋に設置した止水板
（平成 6年）

平成 12（2000）年 9月に、後に「東
海豪雨」と呼ばれる水害が発生しまし
た。町に災害救助法が適用された大災
害です。
9月 11 日、大型で非常に強い台風
14 号からの暖かく湿った気流により、
秋雨前線の活動が活発になりました。
夕方には、集中豪雨により、庄内川
や新川が増水しました。町内でも、円
楽寺川や小切戸川、小糠田川が越水し、

町の大部分が冠水しました。
午後 6時ごろに特に雨が強くなり、

内水がさらに増えました。
午後 7時 30 分に避難所を開設する

と、水をかき分けながら、多くの町民
が身を寄せました。
鎌須賀では新川の堤防から越水し、

浸水被害が出ました。
雨がやむと、避難所に身を寄せてい

た町民は、徐々に、自宅に戻りました。

■　■
　■　平成 6年 9月豪雨■

■　■
　■　平成 12年 9月東海豪雨■
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浸水した家では、水に浸かった家財道
具の搬出や掃除に奮闘することになり
ました。
翌日も、場所によっては道路が冠水

したままで、水没して動かなくなった
車両が放置されるなど、通常の生活に
戻るまでには長い時間がかかりました。
小中学校では、12 日は臨時休校に、
翌 13 日は給食なしで、弁当を持参し
ての登校としました。

表 3-8　平成 12年 9月　東海豪雨の状況
日　時 内　容

11 日 午後 5時 15 分 災害対策本部を設置
午後 5時 29 分 県西部に「大雨洪水警報」「雷、波浪注意報」を発表
午後 6時 七宝観測所で、１時間降雨量 79.5mmを計測
午後 7時 30 分 避難所を開設

午後 7時 40 分 新川の師勝町久地野水位観測所（現北名古屋市）で、堤防
が耐えられる最高水位の 6.57 ｍを超える出水

午後 9時 庄内川の水が洗堰（名古屋市北区・西区）を超えて新川に
越流

12 日 午前 2時 町内全域に避難勧告を発令。最大 3,024 人が避難
午前 3時 30 分ごろ 新川の左岸堤防（名古屋市西区）が 100 ｍにわたり決壊

午前 4時 30 分ごろ
庄内川の枇杷島観測地点（現清須市西枇杷島町）で、過去
最高水位の 7.54 ｍを超える 9.36 ｍの出水。後に、名古屋市
中川区の一色大橋下流右岸で約 200 ｍにわたり越水

16 日 午前 7時 全ての町民が自宅へ戻り、避難所閉鎖

膝まで水に浸かりながらの避難
9月 12 日の夜明け後の新川・砂子橋

平常時の新川・砂子橋新川決壊地点（名古屋市西区）
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表 3-9　東海豪雨被害一覧
軽症者 1人 冠

　
水

田 43ha
床上浸水 257 棟 畑 3ha
床下浸水 751 棟 道路 430 か所
最大避難者数 3,024 人 河川越水 3か所

表3-10　雨量（七宝観測所）
日にち 雨量
11 日 268mm
12 日 87mm
計 355mm

名古屋の 9月の平均降水量は 231.6mm
（平成 3〜令和 2年　気象庁）

　11日夕方 7時ごろから徐々に水位が上
がり、畳を全部、机の上に上げた。（花常・
60 代）

　新川の砂子橋の上を水が流れていた。
堤防が切れる寸前だった。（砂子・40 代）

　12日の朝、出勤のため、地下鉄中村公
園駅まで歩いて向かった。町内の道路は、
深いところでは腰下まで水があった。泥水
のため地面が見えず、側溝に落ちた人もい
た。（西條・30 代）

　庄内川の堤防ぎりぎりまで増水して、手が
洗えるかと思うほどだった。（八ツ屋・50代）

　いつまでも道路がどろどろで、臭かった。
1週間ぐらい、臭いがした。（鎌須賀・40代）

　新川の水位がみるみる下がり、茶色く
濁った水が流れてきた。今思えば、上流
の堤防が決壊した後だと思う。（鎌須賀・
50 代）

　家の前の道路から3日間、水が引かな
かった。（花常・40 代）

　床下のヘドロ除去、消毒の散布、外壁
の水洗いなどに10～15日くらいかかった。
（馬島・50 代）

大治役場南交差点付近（馬島）

（年齢は当時のもの）
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災害に強いまちづくりのために
土地の特徴や過去の災害を教訓

に、町ではさまざまな災害対策をして
きました。そのうちのいくつかを紹介
しましょう。

水害や大規模災害などに備えて、指
定避難所を設けています。
昭和 63（1988）年には、役場や公
民館、町民体育館など 9か所でした。
その後、防災コミュニティセンターや
スポーツセンターなども避難所に指定
し、12 か所になりました。

一方、役場は災害対策本部としての
機能を強化するために、避難所の指定
を解除しました。
また、各避難所には非常食や毛布な
どのほか、熱中症対策の冷風機や感染
症対策の衛生用品など、状況に応じた
必要な物を備えています。

表 3-11　避難所の変遷
年 避難所 数

昭和 63 年 役場、公民館、町民体育館、小中学校（4校）、西公民館、南保育園 9か所

平成 12 年
役場、公民館、町民体育館、小中学校（4校）、西公民館、南保育園、
スポーツセンター、八ツ屋防災コミュニティセンター、砂子東部
防災ふれあいセンター、総合福祉センター

13 か所

令和 6 年

公民館、小中学校（4校）、多世代交流センター、南保育園、スポー
ツセンター、八ツ屋防災コミュニティセンター、砂子東部防災ふ
れあいセンター、西條防災コミュニティセンター、総合福祉セン
ター

12 か所

毎年 8月には、防災訓練を開催して
きました。主会場では、災害対策本部
を設置した大規模な訓練をし、そのほ
かの地区ではやや小規模な訓練を、同
日に行います。小学校区を持ち回りで主
会場としたため、どの地区の町民も、数
年おきに大規模な訓練に参加できます。
火を用いての消火訓練や円楽寺川で
の舟艇操作、ヘリコプターによる救助
物資の降下など、実践的な訓練を行っ

ていました。
毎年開催してきた総合防災訓練も、
令和 2（2020）年と翌年は、新型コロ
ナウイルス感染症のため、中止せざる
を得ませんでした。
しかし、防災対策を絶えさせること
はできません。そこで、町職員や防災の
関係者で、新型コロナウイルス対策を
踏まえた避難所運営の訓練をしました。
それまでの受け入れ人数や必要な資

■　■
　■　指定避難所を設置■

■　■
　■　防災訓練■
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材などを全て見直し、安全に安心して
避難できる、新しい体制を構築しまし
た。
それを踏まえ、安全性とプライバ
シーの確保を両立させる居住スペース
の確保や、大勢の避難者を体調に応じ
て適切に受け入れる方法など、新しい
形での訓練を行いました。
令和 4（2022）年には、町民参加型
の防災訓練「ぼうさいマスター」を開
始しました。
海部東部消防組合や自主防災組織な
どがブースを設け、災害時に役立つ知

識や技能を参加者に伝え、体験しても
らいます。
過去の防災訓練は、災害の発生後に
必要となる活動を主とした内容でした。
一方、ぼうさいマスターでは、非常

用持ち出し袋の中身の確認やライフラ
インの復旧の方法など、災害への事前
の備えや、自らができることを重視し
た内容としました。また、ゲームの要
素を取り入れたため、子どもを含め多
くの参加があり、自助の大切さの再認
識と防災意識の向上につながりまし
た。

生き残りをかけて、行動！（令和 5年ぼう
さいマスター）安心できる避難所づくり（令和 2年）

はしご車で、ビルの上から避難（昭和 53年）油に点火しての消火訓練（昭和 53年）

102　　

第
３
章
　
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

従来から防災行政を重要な課題とし
ていたことから、昭和 50（1975）年に、
防災行政無線局を開設しました。これ
により、非常時に現場に出向いた職員
が、役場の本部へ携帯用無線機で迅速
に状況を伝えることができるようにな

りました。
平成元（1989）年 4 月には、町内
各所に防災行政無線の屋外スピーカー
を新設しました。これは、防災情報を
いち早く町民に知らせることを目的と
しています。

大規模災害の時には、さまざまな分
野で、救助や復旧活動が必要となりま
す。町でも、指定避難所をはじめとす
る公共施設に、さまざまな物資を備蓄
しています。
しかし、災害が長期にわたる場合に、
十分な物資を限られたスペースに備え

ることは、難しいことです。
そこで、自治体や企業、団体などと、
災害時における協定を結んでいます。
被災時にはそれぞれの得意な分野での
人員や物資の提供を受けることができ
るようになりました。

■　■
　■　防災行政無線の整備■

表 3-12　防災行政無線の取り組み
年　月 ことがら

昭和 50 年 3月 防災行政無線局を開設。携帯用無線機を備える

平成元年 4月
防災対策無線システムの運用開始。新設した同報系無線システムでは、
平時はミュージックチャイムとお知らせの放送も行う

平成 28 年 4月 無線システムをデジタル化。屋外スピーカーを増設
令和 3 年 1月 ミュージックチャイムの鳴動なしに、動作確認ができるように変更

防災無線室（左）と携帯型無線機（中央）（平成元年）、西條の屋外スピーカー（右）（令和 7年）

■　■
　■　災害時の協定・協力事業所■
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近年は、全国各地で甚大な自
然災害が多発しています。被災
者のケアや復興への業務も多様
化しており、それらに対応しつ
つも迅速な復興が求められてい
ます。
被災した自治体では、十分な
対応が難しく、ほかの自治体に
応援を依頼する事例も増えてい
ます。
平成 16（2004）年の新潟県中越地
震に、町では七宝町や美和町（現あま
市）と共に、ボランティアとして職員
を派遣しました。
町の備蓄品などの救援物資を運び、
6日間にわたり現地でテントや車中泊
をしながら、住宅の片づけなどに携わ
りました。また、被災者との対話を通

じて、大地震の現状を理解することが
できました。
平成 23（2011）年の東日本大震災

以降は、被災地からの要請を受け、職
員を派遣してきました。活動中は、被
災者に寄り添うことを第一としながら
も、自治体の対応を学び、現地でしか
得られない貴重な経験や知識を、町の
災害対策に生かしています。

人口の増加と都市化により、消防力
の強化が必要となり、七宝町・美和町・
甚目寺町（以上現あま市）と共に、海

部東部消防組合を設立しました。
消防組合では、消防や救急活動だけ

ではなく、町民の防火意識を高めるた

■　■
　■　被災地への職員派遣■

表 3-13　被災地への職員派遣
年 災害名 派遣先自治体

平成 16 年 新潟県中越地震 新潟県小千谷市
平成 23 年 東日本大震災 宮城県仙台市ほか
平成 28 年 熊本地震 熊本県御船町

平成 30 年 西日本豪雨
広島県東広島市
岡山県倉敷市真備町

令和元年 台風 19 号 栃木県栃木市
令和 6 年 能登半島地震 石川県志賀町

甚大な被害を目の当たりに（左：東日本大震災（平成 23年）、右：能登半島地震（令和 6年））

■　■
　■　海部東部消防組合■
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めの活動もしてきました。
その一つが、昭和 62（1987）年か
ら始まった防火綱引大会です。4町の
在住や在勤者のチームで、一般の部と

小学生の部の男女別で競います。平成
元年の大会では、子ども会や職場の仲
間など、40 チームが熱戦を繰り広げ
ました。
また、自主防災団体が行う防災訓練へ
の協力や小学生の施設見学など、町民
にとって、身近な存在となっています。
阪神淡路大震災や東日本大震災、能
登半島地震などの被災地で人命救助活
動に携わるなど、いざという時に頼り
になる存在です。

昭和 50 年以降の町での火災は、多
い年は 20 件を超える年もありました
が、徐々に少なくなってきています。
また、大きく見ると、横ばいから減り

つつあるといえます。
大字別では、長期間、火災ゼロを継
続したとして、中島、花常、馬島、東
條、北間島が無火災表彰を受けました。

■　■
　■　火災件数と無火災記録■

表 3-14　海部東部消防組合の主な流れ
年 できごと

昭和 46 年
海部東部消防組合を設立
消防本部を甚目寺町に設置

昭和 47 年 消防本部を七宝町遠島に移転
昭和 63 年 北分署を甚目寺町新居屋に新設
平成 10 年 南分署を大治町三本木に新設

ちびっこ消防広場で大人気の力士たち
（平成 8年）

交通の要所に建てられた南分署（平成 10年）

静岡県熱海市の土砂災害での救助活動
（令和 3年）

力を合わせて防火綱引大会（平成 2年）
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特に馬島では、平成 19（2007）年
1 月から令和 3（2021）年 12 月まで
の期間、15 年間の無火災記録を樹立
しました。昭和 46（1971）年の海部
東部消防組合の設立以来の、長期間に
わたる無火災記録となりました。

大字ごとの努力が実を結び、町全体
に防火のまちづくりが広がっています。

海部地区水防事務組合は、昭和 48
（1973）年に、海部地域の 13 市町村（津
島市、佐織町・佐屋町・立田村・八開
村（以上、現愛西市）、弥富町・十四
山村（以上、現弥富市）、七宝町・美
和町・甚目寺町（以上、現あま市）、
蟹江町、大治町、飛島村）で設立しま
した。
1・2 級河川と海岸の水防への事務

を目的とした組合です。管内のほぼ全
域が海面より低い特性から、倉庫や舟
艇など、水防のための資機材の整備や
訓練を合同で行っています。
町内には、西條、八ツ屋、三本木に

水防倉庫があり、庄内川や新川などの
防護に備えています。
また、海部地方総合防災訓練を組合

が主催して、毎年行っています。

令和 9（2027）年に開園を目指して
整備をしている砂子防災公園は、町で
初の都市公園でもあります。
平常時は、子どもたちが遊べる緑豊
かな公園です。また、災害時には、一
時的な避難地として、約 1,800 人の避
難者の受け入れを予定しています。

■　■
　■　海部地区水防事務組合■

■　■
　■　砂子防災公園■

表 3-16　大字別の無火災記録表彰
大字 期間

5年間無火災記録
中島 昭和 59 年 1月〜昭和 63 年 12 月
北間島 平成 7 年 1月〜平成 11 年 12 月
東條 平成 11 年 1月〜平成 15 年 12 月
花常 平成 31 年 1月〜令和 5 年 12 月
10 年間無火災記録
中島 平成 26 年 1月〜令和 5 年 12 月
15 年間無火災記録
馬島 平成 19 年 1月〜令和 3 年 12 月
（中島、花常、馬島は、令和 7年 3月まで無火災記録継続中）

表 3-15　年間火災件数
年 件数

昭和 50 年 23
昭和 60 年 20
平成 7 年 12
平成 17 年 15
平成 27 年   6
令和 5 年   6

砂子防災公園のプラン図
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球技ができる広いグラウンドや遊具
のある広場、小高い丘に芝生広場など
があり、各所に日陰にもなる樹木を植
えて、自然を感じることができます。
子どもから高齢者までが、日常的に

親しむことのできる憩いの場所であ
り、いざという時の避難地であること
から生まれる安心感も、大きなメリッ
トの一つといえます。

南海トラフ地震は、駿河湾から日向
灘沖にかけてのプレートのひずみによ
る地震で、約 100 ～ 150 年ごとに発
生しています。
令和元（2019）年 5 月に、「南海ト
ラフ地震臨時情報」の運用が開始され
ました。
令和 6（2024）年 8 月 8 日午後 4
時 42 分に日向灘を震源とするマグニ
チュード 7.1、最大震度 6弱の地震が
発生しました。それを受けて、午後 7
時 15 分、「巨大地震注意」の情報が
発表されました。
大地震が発生する確率が高くなった
ことを受け、備蓄品の確認など、注意
深く生活する日々が続きました。

1 週間後の 8 月 15 日午後 5 時、日
向灘での地震が減少したことなどか
ら、この注意情報は解除となりました。
町でも期間中は情報収集に努め、事
業を慎重に進めてきました。
今後も、予告なく発生する災害に、
より一層の備えが必要です。
表 3-17　�南海トラフ地震　大治町の

最大被害予測
最大震度 6強

建物
全壊

揺　れ 900 棟
計 1,400 棟液状化 200 棟

火　災 300 棟
死 者 数 50 人
避難者数 約 5,700 人

『平成 23 年度〜 25 年度愛知県東海地震・東南海地震・
南海地震等被害予測調査報告書』より

地域と自らを守る、自主的な活動
災害への備えは、行政だけでは十分
ではありません。大規模な災害が発生
したその時に、一人一人がどう動き、

近くの人とどう助け合うかが、大切に
なってきます。

大治町消防団は、明治 32（1899）
年に「消防組」ができたのが始まりで
す。

昭和 14（1939）年に「警防団」に、
昭和 22（1947）年に「消防団」とな
りました。

■　■
　■　南海トラフ地震■

■　■
　■　消防団■
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本部のもとに 7つの分団があり、令
和 7 年 3 月時点で 201 人の団員が活
動しています。
また、消防団は水防団も兼ねていま
す。
令和 5（2023）年の海部地方総合防
災訓練は、木曽三川連合総合水防演習
と合同で行われました。大雨による内
水の氾濫を想定し、改良積み土のう工
や舟艇訓練を行い、水防技術の向上に
努めました。

実際に東海豪雨では、増水し続ける
河川の水位や堤防の見回り、土のう積
みや避難者の誘導など、被害を最小限
に抑えるための大きな力となりました。
火災時は、消火活動はもちろん、交

通誘導や鎮火した後の警備などを行い
ます。
また、平常時には、町民への防火指

導や行事への参加など、地域防災の
リーダーとしてさまざまな活動に従事
しています。

女性消防クラブは、「婦人消防クラ
ブ」として、昭和 59（1984）年 11
月に結成されました。「家庭から火を
出さない」を合言葉に、活動をしてき
ました。
年末親子夜回りや親子防火フェス
ティバルでの防火カルタ、人形劇の上
演など、子どもを対象に楽しく知識を
得られる活動を積極的に取り入れまし
た。
昭和 63 年には、横浜で行われた第
4回全国婦人消防操法大会に、愛知県
代表として出場しました。

この大会は、可搬ポンプから目標物
に向けて、正確に早く放水する、消火
の技術を競うものです。
普段の活動とは異なり、体力作りや

■　■
　■　女性消防クラブ■

威風堂々と防火パレード（平成 3年）

表 3-18　消防団年間活動内容
月 内　容
1月 出初式
4月 基礎教育訓練
5月 幹部団員教養
6月 海部地方総合防災訓練
9月 海部東部消防連合演習
11 月 防火パレード
12 月 年末火災警戒活動

訓練の成果を発揮
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重いホースの取り扱いなど、一からの
訓練となりました。
半年にわたって厳しい訓練をし、大
会に臨みましたが、入賞には一歩及び
ませんでした。
しかし、普段の活動から一歩踏み込
み、「消火」に発展させるとともに、

団結力の向上につなげることができま
した。
令和元年には、名称を「女性消防ク
ラブ」と改め、活動も時代のニーズに
合わせて変更しつつ、家庭での防火対
策に寄与しています。

自主防災組織は、地域住民が協力し
て「自分たちのまちは自分たちで守る」
ことを目的に、活動をしています。
大規模災害が発生した直後は、消防
や警察などの公的機関の救援が不足す
るため、自主防災組織が大きな力を発
揮します。
町が主催する防災訓練や活動に積極
的に携わるほかに、それぞれの組織で、
地域の特性に合わせた活動をしていま
す。
独自で防災訓練やイベントを開催し
たり、勉強会や施設見学などを行った
りと、地域には欠かせない存在です。
また、町の 9つの自主防災組織で、

「自主防災団体連絡会」をつくってい
ます。この連絡会で意見交換や交流を
しながら、それぞれの組織の活性化に
つなげています。

表 3-19　自主防災組織一覧
団体名 設立

明治町自主防災（防犯）会  平成 14 年 6月
柳原《助け合い隊》  平成 17 年 6月
深田自主防災会  平成 26 年 2月
南屋敷自主防災会  平成 26 年 7月
第三東部地区自主防犯防災会
（第三東部この町みんなで守り隊） 平成 26 年 8月

花常地区自主防災会  平成 27 年 4月
馬島地区自主防災会  令和 4 年 8月
北間島自主防災会  令和 5 年 4月
砂子東部自主防災会 令和 6 年 5月

自主防災団体連絡会での勉強会

犯罪・交通安全対策として
昭和 50 年以降、社会の発展ととも
に、犯罪も増加してきました。
昭和 50 年は窃盗や強盗が多く、令

和になると、車上狙いや自動車盗、自
転車盗などが、わずかながらも増加し
ています。

■　■
　■　自主防災組織■
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近年では、SNSを使った犯罪や電話
によりお金をだまし取る特殊詐欺とい
われる犯罪が増加しています。
そこで、自主防犯団体が設立され、

地域ぐるみで防犯活動の輪も広がって
います。
行政や地域住民と共に、安心で安全

なまちづくりを目指しています。

自らの町を安全で住みよい町にした
いという活動が、盛んに行われていま
す。どの団体も、防犯活動を大げさな
ものと捉えず、身近な場所で「見守る
目」を増やすことを主な活動としてい
ます。
主に町内のパトロールやのぼり旗の
設置など、啓発活動をしています。こう
いった日ごろの活動により、町民同士の
つながりが増え、安心して出歩くことが
できるまちづくりに結びついています。

表 3-20　自主防犯団体一覧
団体名 設立 活動内容

白ゆり会 平成 17 年 4 月 見回り、青パト
柳原町内会助け合い隊 平成 17 年 6 月 見回り
大治町年輪ボランティアの会
（ONBの会）

平成 17 年 7 月 登下校時の見守り、付き添い

屋形の絆 平成 18 年 1 月 見回り
島井青壮年会 平成 23 年 3 月 登下校時の見守り
明治町自主防災（防犯）会 平成 23 年 5 月 見回り、啓発
長牧明楽会 平成 24 年 7 月 見回り
第三東部地区自主防犯防災会
（第三東部この町みんなで守り隊）

平成 26 年 8 月 見回り、のぼり旗掲出

花常地区自主防災会 平成 27 年 4 月 見回り、のぼり旗掲出、防災

深田防犯クラブ 平成 28 年 10 月
見回り、のぼり旗掲出、チラシ配布、
防犯啓発

西之切自主防犯クラブ 令和 3 年 11 月 見回り、のぼり旗掲出
大治ランパト隊 令和 4 年 10 月 見回り

■　■
　■　自主防犯団体■

安心できるまちを目指して！（令和 5年　
年末防犯出発式）
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津島警察署管内
の 18 か所に交番
があり、その一つ
に大治交番があり
ます。交番は、地
域の防犯や交通安
全の要として必要
不可欠です。
以前は、大治派
出所として、大治
役場南交差点の東
側にあり、夜間の
帰宅時などにも安心感を与える存在で
した。
平成 6年に、全国で「派出所」から
より親しみやすい「交番」に名称が変
わったことにより、「大治交番」とな

りました。
平成 28（2016）年 4 月には、建物
の老朽化が進んだため、役場の西隣に
新築移転しました。

昭和 52（1977）年 8 月 4 日から昭
和 55（1980）年 9 月までの間、交通
事故死ゼロが続きました。3年間余り、
1,125 日間という長期間にわたる記録
です。
その後、東名阪自動車道や国道 302
号などの開通により、道路が整備され、
便利になった反面、交通事故の危険性
が高まることとなりました。
また、町内に鉄道の駅が存在しない
こともあり、自家用車を利用する町民
が多くなってきました。
そこで、町では交通安全への意識の

向上と交通事故の防止につながる取り
組みをしてきました。
その一つとして、交通安全フェス

■　■
　■　地域防犯の要 大治交番■

■　■
　■　交通安全■

大治交番（左・平成元年、右・平成 28年）

交通安全フェスティバル（平成 3年）
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ティバルを開催していました。
平成 3 年には、ぬいぐるみによる交

通安全の寸劇や交通安全クイズ、白バ
イ隊によるオートバイトライアルなど
を通じて、啓発をしました。

また、注意看板の設置や道路のカ
ラー塗装など、事故防止のための施策
も行っています。

さまざまな取り組みが実を結び、平
成 5（1993） 年 7 月 か ら 5 年 間、 交
通死亡事故ゼロを達成し、総務庁（現
総務省）から交通対策本部長表彰を受
けました。この表彰は、愛知県では富
山村（現豊根村富山地区）に次いで、
2 番目の受賞でした。

津島交通安全協会大治支部は、有志
によるボランティア活動です。

毎月、10 日・20 日・30 日の交通事
故死ゼロの日に、交通量の多い交差点
に立ち、通学中の児童生徒や町民の安
全を見守っています。

また、シートベルトやチャイルド
シートの着用を呼びかける「シートベ
ルト・チャイルドシート関所」も行っ
ています。

女性運転者友の会は、交通安全の意
識向上を目指す女性の会です。

保育園や幼稚園で紙芝居の読み聞か
せや、町民から募集した標語をつけた
手作りのキーホルダーを配布していま
す。

それぞれの団体の活動を通じて、事
故のないまちづくりを目指していま
す。

■　■
　■　交通安全を見守る団体■

表 3-21　交通安全団体
団体名 設立

交通安全協会津島支部大治
分会（現津島交通安全協会
大治支部）

昭和 35 年

大治町交通安全推進協議会 昭和 42 年
女性運転者友の会 平成 7 年

幼稚園での紙芝居（令和 5 年）交通事故死ゼロに向け、シートベルト関所
（平成 20 年）
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